
 

消費税の仕組みを基本から理解する 

消費税の基礎から 

改正点までの総点検セミナー  
消費税の基礎から税率ＵＰ・軽減税率・インボイス方式の対応まで網羅！ 

 

経理・財務部門等に配属され、消費税に関する実務について学びたい方・もしくはもう一度学び直したい方 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

４１，０４０円（本体価格 ３８，０００円） 

松田会計事務所  所長  税理士     松田 修 氏  

 

●日 時●２０１９年１月３１日（木） １０：００～１７：００ 
 

●会 場●企業研究会セミナールーム（東京・麹町）東京メトロ麹町駅より徒歩 5分 

 

消費税の基礎から改正点までの総点検セミナー 181867－0606 

（税込み、資料／昼食代 含む） 

●ご参加頂きたい方● 

〔松田修氏ご略歴〕昭和 61 年税理士試験合格。税理士。松田会計事務所 所長。学校法人村
田簿記学校講師（法人税法、簿記論担当）を経て、辻会計事務所（現 辻・本郷税理士法人）入
所。数多くの企業の会計・税務業務や経営相談などを経験。平成 5 年に独立し、「税理士 松田会
計事務所」を設立。簿記・税務の専門スクール「麻布ブレインズ・スクール」代表を務めるほか各種
実務セミナー講師としても活躍中で、豊富な経験に基づいた分かりやすい解説が受講者から絶大
な支持を受けている。主な著書として「Ｑ＆Ａで基礎からわかる固定資産をめぐる会計・税務」「Ｑ＆
Ａ国際税務と海外勤務者・非居住者の税金」「Ｑ＆Ａ経理担当者のための税務知識のポイント」(清
文社)など多数。  

●開催要領● 

講師紹介 



 

● プログラム ● 
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１. 消費税の概要を理解しよう 

(1）消費税はどんな税金か 

(2）消費税の基本的仕組みを理解しよう 

(3）2 つの経理方法「税込経理方式」と「税抜経理方式」を理解しよう 

(4）「免税事業者」「簡易課税」の取扱い 
 

2. 消費税の「課税」「非課税」「不課税」「免税」をしっかり理解する 

(1）どのような取引に消費税は課税されるか理解しよう 

(2）消費税が非課税となる取引はどのようなものがあるか理解しよう 

(3）「非課税取引」と「免税取引」の違いをしっかり理解しよう 

(4）輸出免税取引の概要 
 

3. 仕入税額控除の具体例 

(1）仕入税額控除の概要を理解しよう 

(2）「課税売上割合」の計算方法 

(3）売上高5億円以下で課税売上割合が95％以上の場合と95％未満の場合の取扱い 

(4）売上高 5億円超の場合には「個別対応方式」又は「一括比例配分方式」を適用 

(5）科目別に仕入税額控除できるか否か検討してみよう 
 

4. 「仕入税額控除 95％ルールの見直し」（平成 23 年税制改正） 

(1）非課税売上が「受取家賃」「有価証券の売却」「社宅家賃」のみの場合 

(2）「役員部門」「経理部門」「総務部門」など共通経費の取扱いを理解する 

(3）「個別対応方式」「一括比例配分方式」の有利・不利 どちらを採用するか？ 

(4）「社宅家賃の仕訳」など「課税売上割合」が正しく計算されているか確認する 

(5）「控除対象外消費税」の取扱いを理解する 
 

5.  平成 28 年税制改正【１】「軽減税率制度の導入」 

(1）軽減税率の対象品目    (2）外食の定義 

(3）テイクアウトの定義    (4）「新聞・書籍・雑誌」の取扱いについて 

(5）不健全図書類の取扱い 
 

6.  平成 28 年税制改正【２】「適格請求書等（インボイス）保存方式の導入」 

(1）「適格請求書等（インボイス）保存方式の導入」の概要 

(2）「区分記載請求書等保存方式」について理解する 

(3）「適格請求書等（インボイス）」の具体的内容 
 

7.  平成 28 年税制改正【３】 

「適格請求書等（インボイス）保存方式導入までの経過措置」 

(1）売上税額の計算の特例 

(2）仕入税額の計算の特例 

(3）税額計算の方法、及び特例施行のスケジュール 

(4）軽減税率制度の円滑な導入・運用に向けて 
 

8.  売上に係る対価の返還をした場合の処理 

(1）「対価の返還」を理解しよう 

(2）申告書の記載方法 


